
議案第５６号 

 

工事請負変更契約の締結について 

 

平成２８年第４回山都町議会定例会において議決された、重要文化財「通潤

橋」保存修理工事（災害復旧）のうち、契約金額「１１５，９９２，０００円」

を「１１０，８２９，９１２円」に変更することとする。 

 

平成３０年 ９月 ６日提出 

山都町長 梅田 穰   

 

 

（提案理由） 

本件の工事請負変更契約を締結するには、議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例（平成１７年山都町条例第５５号）第２条の規

定により、議会の議決を経る必要があります。 

これが、この議案を提出する理由です。 
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工 事 請 負 契 約  変 更 概 要 

 

１．工 事 番 号   山教生工 第 １１ 号 

 

２．工 事 名   重要文化財「通潤橋」保存修理工事（災害復旧） 

 

３．工 事 場 所   山都町 城原・長原 地内 

 

４．工 期   平成２８年１２月８日～平成３１年２月２８日 

 

５．工 事 内 容 

 ・平成２８年熊本地震により被災した重要文化財「通潤橋」の修理工事。工事範囲は、重要文化財の

指定範囲の復旧。 ＜※重要文化財指定範囲＞ 通潤橋本体、通水管、取入口、吹上口 

 ・平成３０年５月７日に発生した壁石垣の一部崩落に伴う石材の回収及び当面の崩落防止の応急処

置を含む。 

 

＜ 工 事 概 要 ＞ 

 

６．変 更 理 由 

 ・被覆土掘削後の被害状況確認、及び通潤橋保存活用検討委員会での検討、文化庁との協議によりに

より、修理の範囲（数量）の変更が生じたため。 

 ・白蟻被害のあった木管（１箇所）の取り替え、壁石垣の一部崩落にかかる対応が必要となったため。 

 ・特殊な現場条件であり、伝統工法等を用いるため、歩掛の変更が必要になったため。 

 

主な工種 主な内容 数量（変更前） 数量（変更後） 備考 

直接仮設 

工事 

索道、足場、吹上口ステージ、崩落防止

処置（モルタル吹付等） 
一式 一式 

 

土工事 被覆土の掘削・埋め戻し 一式 一式  

石工事 

縁石（手摺石）の据え直し ２２４個 ３７個  

通水石管の取り外し、製作、据え付け ６個 ０個  

通水石管の含浸処理 一式 （削除）  

崩落石材の回収 ― 一式 崩落石９４個 

左官工事 

目地漆喰の除去 ２，２１０ｍ １，０１４ｍ 内目地・外目地 

目地漆喰の詰替 ２，２１０ｍ ６３４ｍ 主に内目地 

取入口・吹上口の目地補修 ８０ｍ  ４６ｍ 取入口のみ 

雑工事 

木管の取り替え ― １箇所  

木管防蟻処理 ― ３箇所  
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【 壁 石 垣 一 部 崩 落 後 写 真 】 

 

 

 

  

 

 

  

写真５ 壁石垣 一部崩落直後（平成３０年５月７日） 

写真６ 崩落防止処置（応急処置として、下から、ブルーシート、不織布、金網、モルタル

を設置し崩落部位を被覆）※復旧工事の開始まで、雨水等の流入を防ぐため。 



4 

 

  



5 

 

  



6 

 

【関係資料】 壁石垣の一部崩落にかかる今後のスケジュール 

 

・崩落した壁石垣の本格的な復旧については、平成３０年度の大雨による災害復旧として、新たな事業

（工事）により文化庁の補助を申請予定である。（国庫補助：８５％） 

・新事業は、平成３０年１２月に申請を行い、平成３１年２月の交付決定を目指す。申請までに、崩落

した石材の元の位置の特定を行う必要があるほか、通潤橋保存活用検討委員会（保存部会）において修

理の範囲、工法等の検討を行い、文化庁とも協議を行う必要がある。 

 

石垣崩落　発生

・崩落防止措置（モルタル吹付・支保工）

調査等 委員会・部会 技術検討ワーキング

修理工事　着手

修理工事の概要について

崩落部の修理範囲、工法等の想定

復旧スケジュール案の提案

［技術検討ワーキング］

※回数は必要に応じて

［技術検討ワーキング］ H30.8.27

［石工へのヒアリング］［H30.5.30 保存部会］

［H30.7.26 保存部会］

［H30.9.13 保存部会］

［H31.4以降 委員会・保存部会 等］

※回数は必要に応じて

測量

・橋３次元計測

・回収石材計測

・３次元計測結果

・石の元位置の特定

・回収石材調査

【Ｈ31.4～】

・解体による調査

【Ｈ30.12 ～ Ｈ31.3】 事業申請（12月、交付決定は2月予定） ／ 工事費積算 ／ 工事発注・契約（3月）

［H30.8.20 活用部会］

修理工事の範囲、工法等の最終決定

［H30.11月頃 委員会］


